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ある社会選択問題：誰を選ぶべきか？


















































s = { （九九） I i EN}. 
ここで，各 iについて， X;>0, J;> 0と仮定する。 Sの点（九九）は，そ





Ne Tとし， Tのメンバ－tETを個人tと呼ぶ。むろん，点 （xt, Yt）εx 
は個人 tETと同一視される。これは純粋に技術上の仮定であり，問題の意味




































例 l 個人 1' 2の得点が（x1.Y1)=(2, 2), (.x;z, Y2）二（2, 1）であると
する。客観的評価としては個人 1をより高く評価すべきであるが向Ib1二1,










αt' htが得られた。そこで，次の線分 l(xt, Yt）を考えよう－
l (xt, Yt) = { (x,y) EX I atx + btY = P (xt, Yt)}. 
l (xt, Yt）の各点はρ（xt,Yt）と同じ値の個人的価値を与える。より正確に言




P (xt, Yt）は （xt,Yt）以外の f(xt, Yt）上のいかなる点（x,y）に対しでも
その正規化きれた個人的価値ではあり得ない。それゆえ，条件Iと矛盾しない
ためには，各個人 tについて点 （Xt,Yt）は， f(xt. Yt）上の他の任意の点か
ら区別きれなければならない。客観的価値とは，それによって，点 （xt,Yt) 
をl(xt, Yt）の中から選び出すことが可能であるような価値である。
任意の点 （x,y) EXに対して定義された実数値関数 v(x,y）を考えよ
う。 v (x, y）は強い意味で単調増加であるとする。すなわち，
x孟x',Y孟y’かつ， （x,y）ヰ（x', y') 
ならば v(x, y) > v (x', y'). 
この意味は明白であろう。各個人 tETについて，点 （xt,Yt）が l(xt, Yt) 
上で v(x,y）の値を一意に最大化する点として一斉に選び出されるとき，関






条件1 （全域的最適性）．各 tETについて，点 （xt,Yt）は














定理 関数v(x, Y）は全徴分可能で、あるとする。このとき， v (x, Y) 
が客観的価値関数であるための必要十分条件は，任意の微分可能な狭義単調増
加関数g(z）に対して
v (x, y) =g(xy) 
となることである。










dv=-dx＋一ーのδ＇X ay .)' 




義単調性から δviδy>0，また x>Oだから，任意の点 （x, y) E Xについ
て，
dv ~ 0 +--+ d (xy）孟O
これは Uが積xyの狭義単調変換で与えられることを意味する。
（十分性）．任意の点 （xt, Yt) EXに対し，ぬ＞ 0' bt> 0かつαtXt=btYt 
を満たすウェイト at，んをとる。集合C(xt, Yt）を
C (Xt, Yt) = { ( X, Y）巴 xI xy孟XtYt}
と定義すれば， C(xt, Yt）は明らかに凸集合であり，線分 f(Xt, Yt）がC
(xt, Yt）を点 （xt, Yt）で支持すること；集合 C(xt, Yt）パl(xt, Yt）が点
(xt, Yt）のみを含むことは容易に確かめられる。さて，集合G(xt. Yt）を
G (xt, Yt) = { ( x, Y）巴xI g (xy）孟g(XtYt)} 
と定義すれば＇， gの狭義単調性からG(xt, Yt）も凸であり，点 （xt, Yt）にお
いて l(xt, Yt）に支持され，さらに集合G(xt, Yt）円 l(xt, Yt）は点 （xt.
Yt）のみを含む。ゆえに，
g (xy) > g (XtYt）ならば （x, y）隼l(xt, Yt) 
であり，点 （xt, Yt）は関数g(xy）をl(xt, Yt）上で一意に最大化する。条件
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